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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
肥満者は甘味嗜好が強く、甘味摂取が増加して過体重につながると考えられている。近年、

外科的減量による甘味覚の変化が指摘されているが、本研究では、認知行動療法による非

外科的減量前後の肥満者の甘味覚変化を評価した。 
女性肥満症患者に対して認知行動療法を用いた 7 か月間の非外科的減量を施行し、肥満

群（23 名）と健常群（22 名）の甘味覚（閾値濃度、閾値以上の濃度における味感受強度、

嗜好濃度、味刺激反復に伴う快情動や他の味に対する欲求）を検討した。肥満群は、減量

介入により平均 14.6％の体重減少を認めた。閾値濃度と味感受強度では、介入前後ともに

両群間に有意差は認められなかった。甘味嗜好濃度は、介入前には肥満群は健常群と比較

して有意に上昇していたが、介入後には差が消失した。介入前の肥満群では、甘味反復刺

激に伴う快情動値の変動の下降が有意に少なかった。一方、肥満群では健常群に比較して、

同反復刺激に伴う他の味に対する欲求値の上昇は有意に少なかったが、介入後には両群間

で有意差はなかった。以上より、女性肥満者において増強している甘味覚の快楽要素が非

外科的減量により正常化することが示唆された。又、減量前の血清レプチン値と甘味嗜好

濃度には交絡因子調整後に有意な正の相関を認められ、レプチンが肥満者における甘味嗜

好の増強に関与する可能性が示唆された。 
本論文により、認知行動療法による肥満の改善に伴って甘味覚の快楽要素が正常化する

ことが明らかになり、非外科的減量による甘味嗜好変化は、行動介入の動機付けや継続性、

リバウンド防止において有益な情報になると考えられる。 
本論文についての試験では、本研究の目的・方法・実験結果と解釈・意義の概要につい

て説明を求め、各調査委員より本論文の内容に関連する事項について、専門的立場から質

問を行い、概ね満足すべき回答を得た。 
よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 


